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め
ら
れ
ま
す
。
本
殿
は
、
丹

塗
り
や
漆
塗
り
な
ど
赤
色
の

塗
り
が
目
立
ち
ま
す
が
、
拝

殿
は
、
胡
粉
（
ご
ふ
ん
）
や

白
黄
土
を
用
い
た
白
色
の
塗

横
に
並
び
、
口
に
含
ま
せ
た

竹
釘
を
、
口
か
ら
１
本
ず
つ

取
り
出
し
、
杮
材
を
打
ち
つ

け
て
い
く
様
子
は
職
人

技
そ
の
も
の
で
す
。
　

　
ふ
き
上
が
っ
た
屋
根

の
曲
線
は
美
し
く
、
職

人
の
高
い
技
術
力
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
回
の
本
殿
・
拝

殿
の
保
存
修
理
で
は
、

本
殿
で
約
10
万
枚
、
拝

殿
で
約
６
万
枚
と
、
大

量
の
杮
材
が
使
用
さ
れ

ま
し
た
。
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第44回

　
本
殿
・
拝
殿
な
ど
の
歴
史

的
木
造
建
築
物
の
保
存
修
理

に
は
、
屋
根
を
ふ
く
職
人
、

丹
（
に
）
や
漆
で
部
材
を
塗

る
職
人
、
し
っ
く
い
で
壁
を

塗
る
左
官
、
古
く
な
っ
た
部

材
を
補
修
交
換
す
る
木
工
職

人
ら
、
多
く
の
伝
統
的
技
術

を
持
っ
た
職
人
が
必
要
で

す
。
こ
れ
ら
の
技
術
は
昔
か

　
丹
塗
り
や
漆
塗
り
の
作
業

は
、
い
く
つ
も
の
細
か
い
工

程
に
分
か
れ
ま
す
。
ま
ず
、

「
掻
（
か
）
き
落
と
し
」
と

呼
ば
れ
る
、
こ
れ
ま
で
塗
ら

れ
て
い
た
塗
装
を
落
と
す
作

業
か
ら
始
め
ま
す
。
そ
の

後
、
塗
り
の
下
地
の
柱
や
部

材
を
磨
い
た
り
、
下
地
作
り

を
し
た
り
し
、
部
材
に
う
ま

く
塗
料
を
塗
れ
る
よ
う
に
し

ま
す
。

　
本
殿
・
拝
殿
の
屋
根
は
、

杮
材
と
い
う
サ
ワ
ラ
の
薄
板

を
使
用
し
、
少
し
ず
つ
ず
ら

し
な
が
ら
、
１
枚
１
枚
重
ね

合
わ
せ
屋
根
を
ふ
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
「
柿
ぶ
き
」
と

い
い
ま
す
。
柿
材
は
長
さ
約

30
㌢
前
後
で
、
屋
根
の
傾
斜

に
応
じ
、
厚
み
や
長
さ
が
微

妙
に
異
な
る
材
が
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
　

文
化
財
の
修
理
が
あ
る
か
ら
こ
そ
残
る
技
術
力

保
存
修
理
を　
　

終
え
る
ま
で　
　

　
　
　

後
１
カ
月

赤
と
白
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
本
殿
と
拝
殿

屋
根
の
曲
線
が
美
し
い
「
（
こ
け
ら
）ぶ
き
」

ら
修
理
の
た
び
に
受
け
継
が

れ
、
伝
統
的
技
術
と
し
て
現

在
に
ま
で
至
っ
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
の
保
存
修
理
は
、

物
と
し
て
文
化
財
を
後
世
に

伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
同
時

に
、
伝
統
や
技
術
を
後
世
に

引
き
継
ぐ
大
切
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
多
く
の
職
人
た
ち
の
技

で
、
約
40
年
ぶ
り
に
実
施
さ

れ
た
本
殿
・
拝
殿
の
保
存
修

理
。
後
１
カ
月
程
で
修
理
を

終
え
ま
す
。
新
年
の
初
詣
で

田
島
の
宗
像
大
社
へ
参
拝
す

る
と
、
修
理
を
終
え
た
本

殿
・
拝
殿
を
目
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

（
文
化
財
職
員
・
山
田
広
幸
）

　
ま
た
、
漆
塗
り
は
、
約
30

も
の
細
か
い
行
程
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
漆
塗
り

に
は
、「
研
ぎ
」
と
呼
ば
れ

る
工
程
が
あ
り
ま
す
。
塗
っ

た
漆
を
磨
く
こ
と
で
、
光
沢

と
艶
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
塗
り
で
使
わ
れ
る
顔
料
の

配
合
比
な
ど
は
、
個
々
の
木

造
建
築
物
に
よ
っ
て
幾
通
り

も
存
在
す
る
た
め
、
過
去
の

修
理
記
録
を
参
考
に
色
が
決

　
杮
材
は
、
工
房
で
、
職
人

の
手
作
業
に
よ
っ
て
１
枚
１

枚
剥
が
し
て
作
製
さ
れ
ま

す
。
手
作
業
で
作
ら
れ
た
杮

材
は
、
機
械
で
製
作
す
る
も

の
よ
り
長
持
ち
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
防
腐
効
果
の

あ
る
銅
板
を
数
段
お
き
に
杮

材
の
間
に
挟
む
こ
と
で
、
さ

ら
に
耐
用
年
数
を
伸
ば
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
し
て
ふ
か
れ
た
杮

ぶ
き
屋
根
の
耐
用
年

数
は
、
一
般
的
に
30

年
か
ら
50
年
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
出
来
上
が
っ
た
杮

材
を
使
い
、
屋
根
を
ふ
く
作

業
も
職
人
の
手
作
業
で
実
施

さ
れ
ま
す
。
複
数
の
職
人
が

職人の手によってふかれる屋根

美
し
く
ふ
き
あ
が
っ
た

拝
殿
の
屋
根

　

約
40
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
て
い
る
宗
像
大
社

辺
津
宮
本
殿
・
拝
殿
重
要
文
化
財
の
保
存
修
理

に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
と
、
知
ら
れ
ざ
る
職
人

の
技
を
２
回
に
わ
た
り
紹
介
し
ま
す
。
２
回
目

の
今
回
は
、
保
存
修
理
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
伝
統
的
な
職
人
技
に
つ
い
て
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

郷
土
文
化
交
流
課　
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皇太子殿下が宗像大社国宝展を行啓

り
で
、
赤
と
白
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
美
し
い
本
殿
と
拝
殿

で
す
。

文
化
財
保
存
修
理
に

匠た
く
み

の
技
あ
り
！

　皇太子殿下には９月22日、東
京都の出光美術館で開催された
「宗像大社国宝展」を行啓されま
した。同展では、沖ノ島から出
土した銅鏡や金銅製龍頭などの
国宝の数々を展示。皇太子殿下
は、宗像大社文書などに興味を
示されていました。

■問い合わせ先
　秘書政策課広報・報道担当

　☎(36)１０５５ 貴重な国宝の数々を行啓された皇太子殿下


